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2007 年 4 月 26 日 

プラットフォームの在り方についての協議会 事務局 

 

第 4 回「プラットフォームの在り方についての協議会」議事要旨 

 

１．日時 

  2007 年 3 月 26 日（金）10 時 00 分～12 時 00 分 

 

2．場所 

  東海大学校友会館 望星の間 

 

3．出席者（五十音順、敬称略） 

     座長：鳥居昭夫 

     座長代理：音好宏 

  構成員 

有坂和明、石川俊之、石上嘉昭、石橋健司、伊藤明（代理：伊藤英介）、牛山修一郎、

内田康幸、岡本光正、筬島専、小牧次郎、佐々木学、佐野順三、鈴木理志、鈴木達夫、

鈴木正市、須田真司、簾内重和、児玉隆志、林尚樹、平井隆昭、室峰嘉 

  事務局 

木田由紀夫、高橋淳二、平本善一、藤島克之 

 

4．議事内容 

（１）第 3回協議会議事要旨、議事録確認 

（２）普及促進委員会の設置について 

（３）これまでのまとめについて 

（４）ガイドライン第 3次見直し案について 

（５）プラットフォーム協議会報告書案について 

 

5．主な議論 

 

（１）普及促進委員会について 

・ CS 放送の加入者増加を図るために、プラットフォーム事業者と衛星放送事業者とが、

意見交換･協議を行う。（広告宣伝や加入促進施策に関する事項についての意見交

換・協議、共同展開の検討、視聴者拡大のためのソフト/権利の購入（効果/事後レ

ビュー）、ガイドラインに基づく公表数字に関する意見交換 

・ 構成員について、放送事業者は衛星放送協会が責任をもって推薦する 

・ 委員会は決議機関ではなく協議・調整機関 

・ 委員会で行われた議論の衛星放送協会のメンバーへの情報開示についてはなるべ

く広く開示する予定。開示についてのご意見があればうかがう。 

・ 放送事業者側の委員会メンバーについては、衛星放送協会が中心になって推薦し、

定期的に替えるという運用とすることが望ましい。 

  

（２）本協議会のまとめについて 
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 ・表現等の修正を行い。最終的なまとめ案とする。 

 

（２）ガイドライン第 3次修正案について 

 ・今回提示されたガイドライン第 3次修正案について了承した。 

 ・別表について議論する機会が無く、またこれまで手数料体系、標準サービス、標準

外サービスについて様々な意見が見られた。今後は「ガイドラインに関する委員会」

で議論をしながら必要があれば変えていく。 

 

（４）その他 

 ・現状１つであるプラットフォームが、将来複数になった場合のガイドラインの運用

について 

① 一方がマイナーな存在であれば基本的には変わらない。 

② 同規模のプラットフォームが複数存在しガイドラインの内容が状況にそぐわない

様になった場合は、その時点で「ガイドラインに関する委員会」等を含めて議論

するべきである。 

 ・今回のガイドラインの改訂における議論はある程度普遍性を持つ議論がなされてい

るが、戦略についての協議という点ではそぐわない面もあるので、そのときに議論

していく。 

 ・今回のガイドラインの改訂の内容について、本協議会終了後放送事業者に対して説

明会を開催する予定。 

 

以上 
 


